
























「パイプの外側を加工するので、パイプの内側を固定したい」
というような場合に最適です。

従来のトグルクランプでは、押えアームが円弧描いて動くのでパイプの内側を固定する
というような使い方が出来ませんでした。
デュアルクランプ（下方押えタイプ）では、押えアームがスライドして動くのでパイプの
内側を固定するというような使い方が可能となりました。

加工対象をセット。
デュアルクランプのハンドルを操作。

加工対象の固定が完了。
トグル機構とカム機構のデュアル構造なので、押し戻す力が掛かった
ときでも外れにくいのが特徴です。
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